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１．はじめに

クライは名詞や動詞等に接続して，概数，程度，取り
立て・評価を表す。たとえば，（１a）では「学生の数が
おおよそ３０人」であることを表している。また，（１b）
は「疲れていた」の度合いが「１歩もあるけない」程度
であることを表している。（１c）においては，話し手が
「ゆで卵が作れる」ことは最低限だと考えているという
ことを表している。

⑴ a．概数用法：
体育館には，学生が３０人くらいいた。

（cf．日本語記述文法研究会 ２００９：１３６）
b．程度用法：
１歩もあるけないくらい疲れていた。

（cf．日本語記述文法研究会 ２００８：２４６）
c ．取り立て・評価用法：
料理が苦手だと言っても，ゆで卵くらい作れる
よね？（cf．日本語記述文法研究会 ２００９：１２８）

幼児におけるクライの使用については，先行研究が２；
０５－２；０８（２；０５は２歳５ヵ月のこと。以降，「年；月」で表
す。）ごろにクライが使用され始めることを指摘してい
る。たとえば，永野（１９５９）は，クライについて幼児が
２；０８－２；０９ごろに⑵の例を使用したと述べている。

⑵ a．コノクライナラ，ダイジョウブ？（２；０８）
b．コレモ ハヤイノ，マスミチャングライニ。
（２；０９） （永野１９５９：３９３）

また，大久保（１９６７）は幼児が２；０５ごろに（３a）の例を，４；
０２ごろに（３b）の例を使用したと述べている。

⑶ a．四ッカグライ。（２；０５）
b．コノグライ コノグライダカラ イイデショ。
（４；０２） （大久保１９６７：９６）

しかし，先行研究が挙げているクライの例は，程度用
法，概数用法に関して挙げられているものの，取り立
て・評価用法については例が見られない。クライの用法
によって使用時期に差があるのだろうか。
先行研究において，幼児のクライの用法の使用時期に

着目した調査は管見の限りない。永野（１９５９）は幼児の
さまざまな助詞について記述しており，クライに関して
⑵の例を示している。また，大久保（１９７６）は，語彙，
助詞，活用語など網羅的に記述しており，クライに関し
て⑶の例を示して４歳までに３例見られたことを報告して
いる。しかし，いずれの研究もクライの用法の使用時期
については詳しい記述が見られない。
そこで，本研究では，CHILDES デ ー タ ベ ー ス

（MacWhinney２０００）に収録されている幼児の発話デー
タからクライの例を収集し，クライの用法の使用時期に
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差があるのかを調査した。本稿では，調査の結果，クラ
イの用法について幼児の使用時期に差が見られることを
報告する。

２．調査方法

２－１ データ
本研究では，CHILDES データベース（MacWhinney

２０００）に収録されているOgawa コーパス（Ogawa２０１６）
とNoji コーパス（Noji１９７３－７７）の２人の幼児（Ogawa
コーパス：Ayumi，Noji コーパス：Sumihare）を対象と
して，幼児のクライの使用における用法を調査した。調
査データはCLANプログラムを使用して，Ayumi
（Ogawa２０１６）と Sumihare（Noji１９７３－７７）の全ファ
イル（Ayumi００９００－６０１００，Sumihare０００００－６１１００）
を対象に，クライの発話頻度と発話行を検索した。

２－２ 用法の分類
クライの意味について，奥津（１９８６：６６）は概数（（４

a）），程度（（４b）），取り立て（（４c））があることを指
摘している。概数は数量をおよその数量として表すもの
を指し，程度は何らかの語の程度を表すものを指す。取
り立てについて奥津（１９８６）は沼田（１９８６）に説明を任
せており，その沼田（１９８６：２０９－２１１）はクライの取り
立てが最低限という意味を表すことを指摘している。

⑷ a．１ヵ月１００万ぐらいは楽に稼ぐ。
（cf．奥津 １９８６：６６，（２）１）

b．軽工業はお話にならないくらい貧弱だ。
（cf．奥津 １９８６：６６，（３）５）

c ．ウィスキーはわからないが，ビールくらい飲む
さ。 （cf．沼田 １９８６：２１０，（５））

また，日本語記述文法研究会（２００８，２００９）は，クラ
イの意味について概数（（１a）），程度（（１b）），評価
（（１c））の３つに分類している。日本語記述文法研究会
（２００９：１２８）は，評価について，クライが評価を表す取
り立て助詞であり，ある事柄に関して最低限のもの，当
然のもの，最も当てはまりやすいものと話し手が考える
ものを取り立てるのに用いられると述べている。

⑴ a．概数用法：
体育館には，学生が３０人くらいいた。

（cf．日本語記述文法研究会２００９：１３６）

b．程度用法：
１歩もあるけないくらい疲れていた。

（cf．日本語記述文法研究会２００８：２４６）
c ．取り立て・評価用法：
料理が苦手だと言っても，ゆで卵くらい作れる
よね？（cf．日本語記述文法研究会２００９：１２８）

これらを踏まえ，本研究では得られたデータを概数用
法，程度用法，取り立て・評価用法の３つに分類した。
沼田（１９８６）が指摘する取り立てと日本語記述文法研究
会（２００９）が指摘する評価の取り立ては共通しているた
め，取り立て・評価用法としてまとめた。

２－３ 分類の手続き
CHILDES データベースの検索結果に対して手作業で

クライの使用例を抽出し，歌の一部や親の発話の繰り返
し，同音異義語を除外した。１度の発話で同じ語句を繰
り返し発話している場合はその文全体で頻度１として加
算した。なお，クライには同じ意味を表し交換できる形
式としてグライがある（日本語記述文法研究会 ２００９：
１２８）。そのため，グライはクライの異形態として扱って
集計している。
用法の分類にあたっては，調査者がそれぞれの例を確

認して各例の用法を判断した。主な判断基準は次のとお
りである。「約／およそ」と言い換えられるものは概数
用法とした。「ほど／程度」と言い換えられるものは程
度用法とした（日本語記述文法研究会 ２００９：１３５）。「最
低限／少なくとも」と言い換えられるものは取り立て・
評価用法とした。言い換えで判断できないものは文の前
後関係から用法を特定した。しかし，沼田（１９８６：２１３）
が「店を持つことは確かに難しい。しかし少し頑張れば
２軒くらいは持てるようになる。」について，概数を表す
とも取り立てを表すとも解釈できると指摘しているよう
に，例のみで判断できない場合がある。その場合，
CHILDES データベースに含まれる前後の文脈を踏まえ
て判断した。

３．調査結果

３－１ 各用法の使用開始時期
調査の結果，Ayumi においては概数用法が他の用法

に先行していた。たとえば，（５a）の「十分くらい」，（５
b）の「五千円くらい」といった概数用法は３；０１から例
が観察された。一方，（６a）の「中くらい」，（６b）の「こ
れくらい」といった程度用法は３；０３から例が観察された。
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図１ クライの各用法の使用開始時期（Ayumi）

図２ クライの各用法の使用開始時期（Sumihare）

Ayumi の各用法の使用開始時期は図１に示す。

⑸ a．あと十分くらいかかるの。
（Ayumi，３；０１．００）

b．五千円くらいですよ。 （Ayumi，３；０１．００）

⑹ a．中くらいの花が咲きました。
（Ayumi，３；０３．００）

b．歩美ちゃんもう十四キロあるから，これくらい
大きくなった。 （Ayumi，３；０８．００）

Sumihare においても概数用法が他の用法に先行して
いた。たとえば，（７a）の「三つくらい」，（７b）の「三
べんぐらい」といった概数用法は２；０７から例が観察され
た。一方，（８a）の「少ーしぐらい」，（８b）の「どれぐ
らい」といった程度用法は２；０８から例が観察された。た
だし，概数用法の用例数が８例のみで少数であること，
概数用法が先行したのは１例のみでその１例目と２例目に
期間が空いていることから，Sumihare において程度用
法よりも先に概数用法が習得されたかははっきりとしな
い。Sumihare の各用法の使用開始時期は図２に示す。

⑺ a．僕三つくらい食べる。
（Sumihare，２；０７．２１）

b．三べんぐらい。 （Sumihare，３；０２．００）

⑻ a．少ーしぐらいちょうだい。
（Sumihare，２；０８．００）

b．お母ちゃん，アメリカのジープどれぐらい大き
い？ （Sumihare，２；１０．００）

概数用法と程度用法に対して，取り立て・評価用法は
遅れて観察される。たとえば，Ayumi において⑼の「そ
のくらい」といった取り立て・評価用法は５；０４から観察
され，全データのうち１例しか観察されなかった。また，
Sumihare においては取り立て・評価用法が１例も観察さ
れなかった。

⑼ えー，そのくらいいいでしょ。
（Ayumi，５；０４．００）

以上より，幼児のクライの使用において，概数用法は
他の用法に対して概ね先行する傾向が見られる。また，
取り立て・評価用法は概数用法と程度用法に対して遅れ
て使用され始める傾向が見られる。

３－２ 程度用法の使用頻度
Ayumi においても Sumihare においても程度用法は

概数用法よりも後に観察されるが，程度用法が最も多く
観察された。図３と表１に示すようにAyumi において４；
００は概数用法の累計数が１３例，程度用法の累計数が９例
であるが，４；０２から概数用法の累計数が１７例，程度用法
の累計数が２４例であり，４；０２から程度用法の累計数が概
数用法の累計数を超えて，以降，程度用法の累計数が最
も多くなっている。Sumihare においては概数用法が２；
０７に１例，程度用法が２；０８に１例，２；１０で程度用法が６例
となる。以降，図４と表２が示すように程度用法の累計数
が最も多くなっている。
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図３ クライの各用法の累計用例数（Ayumi） 図４ クライの各用法の累計用例数（Sumihare）

表１ クライの各用法の累計用例数（Ayumi）

表２ クライの各用法の累計用例数（Sumihare）
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４．結論と展望

本研究では，CHILDES データベースに収録されてい
るAyumi と Sumihare の発話を対象として，幼児のク
ライの使用における用法を調査した。その結果，概数用
法が他の用法に対して概ね先行して使用され始めるこ
と，取り立て・評価用法は他の用法から遅れて使用され
始めること，程度用法の使用が次第に増加して最も使用
頻度が高いことが明らかになった。
成人の文法においてはクライの概数用法，程度用法，

取り立て・評価用法のいずれも観察することができる
が，幼児の文法においては概数用法から観察され，次に
程度用法が観察され，最後に取り立て・評価用法が観察
されるという順序が見られる。このような現象を観察・
分析することは，幼児のことばの意味・用法がどのよう
に拡張されていくのかを明らかにする手掛かりになりう
る。本稿では，幼児のクライの用法に関するデータを報
告したが，データの提示にとどまっている。どのような
要因によって順序が発生し，どのように幼児のことばの
意味・用法が拡張されていくのかについては今後の課題
である。
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